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三
一
・
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

四
月
か
ら
発
足
し
た
「
ミ
ニ
・
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
」
で
は
ゞ
高
齢
者
に
適
し
た

仕
事
を
あ
っ
せ
ん
、
紹
介
し
て
い
ま
す
が
、

四
月
二
十
六
日
に
初
仕
事
が
あ
り
ま
し
た
。

仕
事
は
、
安
良
川
幻
丹
典
二
さ
ん
宅
勿
松
・

モ
チ
の
木
な
ど
庭
木
の
移
柿
作
業
。

仕
事
に
携
わ
っ
た
作
問
謹
さ
ん
（
倒
歳
）
、

小
松
道
雄
さ
ん
（
師
歳
）
は
、
長
年
の
経
験

を
生
か
し
、
お
年
寄
り
な
ら
で
は
の
細
か
い

心
配
り
で
作
業
し
て
い
ま
し
た
。

セ
ン
タ
ー
の
登
録
者
は
、
現
在
四
十
三
人

で
、
民
間
企
業
や
個
人
な
ど
か
ら
事
務
、
大

工
、
左
管
、
除
草
、
子
守
、
管
理
人
な
ど
の

仕
事
の
申
し
込
み
を
受
け
て
い
ま
す
。

申
込
先
市
福
祉
事
務
所
内
、
高
萩
市
ミ

ニ
・
シ
ル
、
ハ
ー
人
材
セ
ン
タ
事
務
局

経
験
を
生
か
し

懲
蕊
初
仕
事
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こ
れ
ま
で
の
全
国
区
が
比
例
代
表
選

挙
に
、
地
方
区
が
選
挙
区
選
挙
と
な
り

ま
し
た
。

今
回
の
参
議
院
通
常
選
挙
か
ら
適
用

名
称
は
変
わ
り
ま
し
た
が
、
制
度
の
内
容
に

変
わ
り
は
な
く
、
こ
れ
ま
で
の
地
方
区
と
同
じ

で
す
。投

票
用
紙
に
は
、
候
補
者
個
人
名
を
記
入
し

ま
す
．
候
補
者
を
よ
く
確
認
し
て
投
票
し
て
く

だ
き
い
・

比
例
代
表
選
挙
は
、
政
党
に
投
票
す
る
選
挙

で
す
。①

投
票
は
政
党
傷
で
、
仙
人
糊
を
書
く
と

無
効
で
す
。

②
政
党
の
選
択
は
、
候
怖
者
名
簿
や
政
策

を
よ
く
兇
て
選
び
ま
し
ょ
う
。

③
選
挙
連
動
は
政
党
が
行
い
、
候
補
者
仙

人
は
で
き
ま
せ
ん
。

④
当
選
者
は
、
各
政
党
の
得
票
数
に
比
例

し
て
決
ま
り
ま
す
。

篭
織
渥
与

交
わ
り
ま
し
た
〃
・

参
議
院
の
選
挙
制
度

澱
簿
麗
畢
選
挙
区
選
挙

比
例
代
表
選
挙

さ
れ
ま
す
。
そ
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
の
で
、
じ
ゅ
う
ぶ
ん
埋
解
し
て
、

あ
な
た
の
大
切
な
一
票
を
生
か
し
ま
し

ト
ナ
、
、
ノ
。

選
挙
区
選
出
議
員
の
選
挙
を
先
に
、

比
例
代
表
選
出
議
員
の
選
挙
を
後
に
行

い
一
主
圭
９
。

・
比
例
代
表
選
出
議
員
選
挙
白
色
の

投
票
用
紙
に
赤
色
で
印
刷

・
選
挙
区
選
出
議
員
選
挙
薄
い
黄
色

の
投
票
用
紙
に
黒
色
で
印
刷

函投
票
の
順
序
は

震

吟

峠

膵

い

ｒ

膵

峠

鞍

燕

蕊

蕊

蕊

六
月
二
十
六
日
は

参
議
院
議
員
通
常
選
挙

の
投
票
日
で
す
。

今
回
の
選
挙
は
、
昭
和
五
十
二
年

七
目
十
日
に
行
わ
れ
だ
選
挙
に
よ

っ
て
選
出
さ
れ
だ
議
臺
の
任
期
満

了
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
も
の
で
、

投
票
用
紙
は
色
分
け

日
に
公
示
さ
れ
ま
し
だ
。’

1
1

投
票
は
原
則
と
し
て
投
票
日
の
当
日
午
後
五
時
ま
で

投
票
所
へ
行
っ
て
投
票
す
る
こ
と
に
な
◎
投
票
の
場
所

っ
て
い
ま
す
が
、
六
月
二
十
六
日
不
在
高
萩
市
役
所
資
料
室
（
三
階
）
ま
た

と
な
る
人
で
次
の
事
由
の
一
つ
に
該
当
は
滞
在
す
る
市
町
村
の
選
挙
管
理
委
貝

す
る
人
は
、
例
外
と
し
て
不
在
者
投
票
会

が
で
き
ま
す
。
◎
持
参
す
る
も
の

ｅ
投
票
区
域
外
で
職
務
ま
た
は
業
務
に
印
鑑
、
入
場
券
〈
入
場
券
が
届
い
て

従
事
中
で
あ
る
人
い
な
い
場
合
で
も
で
き
ま
す
）

○
や
む
を
得
な
い
用
務
ま
た
は
事
故
の
◎
不
在
者
投
票
指
定
病
院
な
ど
に
入
院

た
め
、
高
萩
市
外
に
旅
行
ま
た
は
滞
在
し
て
い
る
人
も

中
の
人
高
萩
市
内
の
指
定
病
院
等
（
高
萩
協
同

ｅ
疾
病
ま
た
は
出
産
の
た
め
投
票
日
病
院
・
博
順
会
高
萩
病
院
・
愛
正
園
）

当
日
入
院
予
定
に
あ
る
人
に
入
院
し
て
い
る
人
で
、
歩
行
困
鯏
な

⑲
十
王
町
以
外
の
市
町
村
へ
姪
出
し
、
人
は
病
院
長
に
不
在
者
投
票
の
請
求
を

六
月
二
十
六
日
現
在
で
四
か
月
を
経
過
し
て
、
病
院
内
で
不
在
者
投
票
が
で
き

し
て
い
な
い
人
（
他
の
市
町
村
の
選
挙
ま
す
。
市
外
の
指
定
病
院
な
ど
に
入
院

人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
を
除
く
。
）
し
て
い
る
人
は
、
病
院
長
な
ど
に
請
求

◎
投
票
の
時
間
す
れ
ば
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

公
示
日
（
六
月
三
日
）
か
ら
投
票
日
◎
在
宅
郵
便
投
票
の
請
求
期
限
は
六
月

一票の行使に責任を

「わたしの事前審査きびしいわヨ」 不
在
者
の
投
票
は
二‐‐‐」

ヘ

ズ

､V

X、
の
前
日
ま
で
の
毎
日
（
土
・
日
曜
日
も

で
き
ま
す
）
、
午
前
八
時
三
十
分
か
ら

二
十
一
一
日
で
す
。

身
体
障
害
者
で
、
郵
便
投
票
証
明
書
の

交
付
を
受
け
て
い
る
人
で
投
票
し
よ
う

と
す
る
人
は
、
投
票
日
の
前
四
日
（
六

月
二
十
二
日
）
ま
で
に
高
裁
市
選
挙
管

理
委
員
会
へ
投
票
用
紙
の
請
求
を
し
て

く
だ
さ
い
。
こ
の
請
求
は
六
月
二
十
二

日
の
午
後
五
時
ま
て
に
高
萩
市
選
挙
管

理
委
員
会
へ
提
出
さ
れ
ま
せ
ん
と
投
票

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
早
め
に
投
票
用
紙

の
請
求
を
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。
証
明
書

の
交
付
を
受
け
て
い
な
い
人
は
、
選
挙

管
理
委
員
会
で
、
早
め
に
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。
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助
役
安
村

市
議
会
幸

撫
戦市

議
会
議

あ
い
さ
つ

員
と
し
て
、
二
期
七
年
間
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
御
支
援
を
い
た
だ
き
、

微
力
で
は
あ
り
ま
す
か
、
市
政
発
展
の

た
め
、
努
力
し
て
参
り
ま
し
た
。
今

回
は
か
ら
ず
も
、
大
高
市
長
の
推
薦
を

受
け
、
去
る
五
月
六
日
の
市
議
会
臨

時
会
に
お
い
て
、
議
員
各
位
の
御
同

意
を
い
た
だ
き
、
浅
学
非
才
を
省
み

ず
、
五
月
七
日
、
市
助
役
に
就
任
い
た

誤i

伸
長
吉
衛
さ
ん
（
七
十
四
歳
）
Ⅱ
大
和

町
二

三
Ⅱ
は
、
永
き
に
わ
た
り
、
高

萩
市
選
挙
管
理
委
員
会
委
貝
、
委
員
長

と
し
て
、
適
正
な
選
挙
事
務
の
管
理
執

行
と
明
る
く
正
し
い
選
挙
実
現
の
た
め

に
活
躍
、
ま
た
、
高
萩
市
商
工
会
専
務

理
事
と
し
て
、
商
工
会
組
織
の
基
盤
の

湖

；
、
訓
Ｉ
！
！

懇

謝

擬

柚

管
蕊
ト
卦
一
に
誓
い
一
蕊

》

和
刈

実
勲六等単光旭日章

神長吉衛
さん

確
立
と
市
内
商
工
業
の
発
展
に
尽
力
、

そ
の
功
績
に
よ
り
勲
六
等
単
光
旭
日
章

を
受
け
ま
し
た
。

昭
和
三
十
四
年
七
月
七
日
高
萩
市
選

挙
管
理
委
員
会
委
員
に
当
選
、
さ
ら
に

昭
和
三
十
五
年
十
二
月
十
五
日
に
は
、
豊

か
な
識
見
が
か
わ
れ
委
員
長
に
推
挙
さ

れ
ま
し
た
。
以
来
今
日
ま
で
の
二
十
一

年
余
め
長
き
に
わ
た
り
、
委
員
長
と
し

て
常
に
情
熱
を
も
っ
て
、
委
員
は
も
と

よ
り
選
挙
管
理
委
員
会
の
職
員
を
指
導

し
、
民
主
主
義
の
根
幹
を
な
す
選
挙
事

務
の
適
正
な
執
行
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
三
十
五
年
九
月
か
ら
商
工
会
専

務
理
事
と
し
て
、
市
内
商
工
業
の
発
展

に
貢
献
さ
れ
、
特
に
、
昭
和
三
十
七
年

九
月
に
高
萩
市
商
工
拡
興
委
員
会
が
設

置
さ
れ
た
が
、
そ
の
委
員
と
し
て
、
昭

昭
和
三
十
五
年
九
月
か
ら
商
工
会
專

遠
藤
久
子
さ
ん
（
六
十
五
歳
）
Ⅱ
赤
浜

務
理
事
と
し
て
、
市
内
商
工
業
の
発
展
一
Ｃ
六
Ⅱ
は
、
児
童
福
祉
に
尽
力
さ
れ
、

に
貢
献
さ
れ
、
特
に
、
昭
和
三
十
七
年
勲
六
等
瑞
宝
章
を
受
け
ま
し
た
。

九
月
に
高
萩
市
商
工
拡
興
委
員
会
が
殻
昭
和
二
十
五
年
、
三
人
の
児
童
を
自

置
さ
れ
た
が
、
そ
の
委
員
と
し
て
、
昭
宅
に
預
か
り
、
わ
が
子
同
様
、
献
身
的

ｉ
‐
，
！

！
：
！
＃
Ｉ
：
！
‐
，
：
１
１
‐
＃
：
；
ｉ
ｊ
に
養
育
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
と

し
ま
し
た
」
一
き
、
幸
せ
薄
い
子
ど
も
と
の
出
合
い
の

こ
れ
か
ら
は
、
市
長
の
補
佐
役
と
し
一
な
か
で
、
生
涯
を
こ
の
仕
事
に
奉
げ
る

て
、
そ
の
職
務
に
徹
し
、
高
萩
市
発
展
一
気
持
が
不
動
の
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

の
た
め
、
懸
命
に
努
力
い
た
す
所
存
で
一
昭
和
二
十
七
年
六
月
、
「
養
護
施
設
臨

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
私
は
常
に
初
心
を
一
海
学
園
」
を
開
設
以
来
、
多
く
の
子
ど

忘
れ
る
こ
と
な
く
、
議
会
と
執
行
部
ｍ
一
も
た
ち
の
〃
お
母
さ
ん
〃
と
し
て
、
愛

連
系
プ
レ
ー
を
円
滑
に
し
、
市
民
と
の
一
情
を
注
い
で
き
ま
し
た
。
僧
侶
の
夫
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
十
分
に
図
っ
一
光
静
さ
ん
（
同
学
園
理
事
長
）
が
施
設

て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。
〉
づ
く
り
に
力
を
注
い
で
い
る
と
き
、
影

そ
う
す
る
こ
と
に
よ
り
、
愛
市
の
情
一
で
、
そ
れ
を
支
え
、
よ
き
協
力
者
と
し

感
を
高
め
、
高
萩
市
市
民
憲
章
の
精
神
》
て
、
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。

に
添
っ
た
明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
一
昨
年
三
十
周
年
を
迎
え
た
が
、
こ
の

り
に
努
め
て
参
り
た
い
と
考
え
ま
す
の
一
間
、
家
庭
の
事
情
な
ど
で
親
と
い
つ
し

で
、
議
会
お
よ
び
市
民
め
皆
さ
ん
の
、
〉
ょ
に
暮
ら
せ
な
い
子
ど
も
た
ち
を
預
か

な
お
一
層
の
御
指
導
と
ご
ゞ
へ
ん
た
つ
寿
杲
り
、
養
育
一
筋
に
打
ち
込
み
、
今
ま
で

お
願
い
申
し
上
げ
、
助
役
就
任
の
あ
い
一
に
、
園
を
巣
咋
Ｙ
弓
た
子
ど
も
た
ち
は
Ⅶ

さ
っ
と
い
た
し
ま
す
“
一
百
人
余
り
で
す
。
主
任
保
母
と
し
て
園

和
四
十
五
年
ま
で
の
八
年
間
、
活
躍
さ

れ
ま
し
た
。

ー

勲六等瑞宝章

遠藤久子
さん

識
昭
和
二
十
七
年
十
月
に
分
団
長
に
就

任
、
団
員
の
模
範
と
し
て
、
団
運
営
に

奔
走
さ
れ
、
特
に
昭
和
二
十
九
年
の
町

村
合
併
に
際
し
て
は
、
団
の
統
合
と
整

備
か
町
村
合
併
を
円
滑
に
す
す
め
る
方

向
づ
け
に
も
な
る
と
の
観
点
か
ら
、
家

業
を
忘
れ
、
団
の
一
本
化
の
た
め
鋭
意

努
力
さ
れ
ま
し
た
。

佐
川
勝
一
ざ
ん
（
六
十
七
歳
）
Ⅱ
上
君

田
一
三
Ｏ
九
Ⅱ
は
、
消
防
業
務
に
尽
力

さ
れ
、
勲
六
等
瑞
宝
章
を
受
け
ま
し
た
。

昭
和
十
二
年
四
月
、
当
時
二
十
二
歳

で
消
防
組
に
身
を
投
じ
て
以
来
、
戦
前

戦
後
を
通
じ
て
三
十
五
有
余
年
消
防
に

貢
献
し
、
郷
土
を
災
害
か
ら
守
る
消
防

人
と
し
て
、
市
民
の
た
め
、
常
に
郷
土

愛
の
精
神
の
も
と
に
奉
仕
し
て
き
ま
し

健
康
で
明
る
い
施
設
運
営
を
目
指
し
、

生
活
の
す
べ
て
が
児
童
福
祉
へ
向
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

長
を
補
佐
し
た
り
、
職
員
の
相
談
相
手

を
し
た
り
、
ま
た
、
出
納
関
係
も
と
り

し
き
り
、
今
で
も
献
立
は
す
べ
て
自
分

作
り
ま
す

灘
勲六等瑞宇章

佐川勝一
ぐ〆し
夫ノ 蕊
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予算執行状況
地
方
自
治
法
第
二
四
三
桑
の
三
第
一
項
迩
．

寺
、
韻
、
、
設
守
Ｆ
Ｆ
設
夢
、
、
鄙
、
Ｊ
鐸
設
、
》
、
、
段
段

が
高
萩
市
財
政
事
情
書
の
作
成
及
び
遜
衷
に

関
す
る
条
例
の
規
定
に
基
づ
き
が
畷
和
五
千

貼
貼
鐸
串

七
年
十
月
一
日
か
ら
昭
和
五
千
一
八
年
三
月
三

砧
唱
貼
砧
貼
罐
砧
、
串
串

十
一
日
に
ま
で
に
お
け
る
高
萩
涜
職
政
蕊
情

書
を
公
表
い
た
し
ま
す
人
〆
Ｊ
Ｆ
Ｊ
：
《

昭
和
五
詐
域
呼
笂
過
頂
Ｊ
、
Ｊ
：
、

Ｊ
＆
高
萩
市
長
Ｆ
》
大
高
鴬
二
．

昭和58年3月31日現在
※予算の出納については、 5月31日まで

行われますので、昭禾口57年度予算の決

算額ではありません。

高
萩
市
告
示
第
一
三
号

予算額

支出済額

円
円

０
Ｏ

Ｏ
Ｏ

Ｏ
０

４
３

万
万

１
５

１
３

５
８

７
２

億
億

６
５

６
５

一
艫

民生費 鮒
“
“
灘
繋
撚
鮴
戦
灘
嘘
撚
枇
熟
鮴
蝶
職
…
鵬
‐
溌
溌
ｆ
“
獺
撫
齢
協
増
鞠
…
醤
靴
鍋
認
詐
馨
撚
…
釧
叩
“
ゞ
蝋
撒
蕊
應
溌
＃
．
判
ｊ
冒
坦

’
■■ ■ ■巴 ■ ①台 ■ ① ｡ ｡GP■叩 U ■ ■ ■ ■ ■ ■ 凸凸 ■ ■両w■g■

; '0億8,419万6,000円 爵教育費

総務費

土木費

公債費

衛生費

消防費

農林水産業費

議会費

労働寶

商工費

災害復旧費

7億5,897万9,000円
2.2pg■2口?､2口g■B■且口昌ﾛ2.日｡2.2.2.2．目｡2｡2．:｡:｡:｡’

市
が
仕
事
を
進
め
て
い
く
場
合
、
そ
の
財
源
は
、
皆
さ

ん
か
ら
の
税
金
を
主
体
と
し
て
、
国
や
県
か
ら
の
補
助
金
、

そ
の
他
の
収
入
に
よ
っ
て
ま
か
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
と

も
厳
し
い
財
政
状
況
が
予
測
さ
れ
る
な
か
で
、
「
市
の
お

金
」
が
、
ど
の
よ
う
に
歳
入
さ
れ
、
ど
の
よ
う
に
歳
出
さ

れ
た
か
を
お
知
ら
せ
す
る
の
が
財
政
事
信
二
の
公
表
で
す
。

市
の
家
計
簿
と
も
い
え
る
大
切
な
も
の
で
す
。
今
回
は
、

昭
和
五
十
八
年
三
月
三
十
日
現
在
の
財
政
事
情
を
グ
ラ

フ
を
中
心
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

一
｝ 7億3,850万7,000円

ﾛ5,三｡5，日｡白P白q日日二･畠gEPa･8.6?ﾛ?52.?｡且qP.?.21

職| ‘億' ’ '00万5,"0円
4億'34万2,000円

2億7,375万| ,000円

2億4,260万| ,000円

’億4,716万| ,000円

9,759万| ，000円

6,356万円

｜ ，994万7,000円

I

’’

鰯
爾
調
３
３

蕊§蕊

主)［司は予算額､厩調収入・支出済額 司

凸

■

市

債

〆、

‐■57年度特別会計 合
般
会
計
債
四
十
六
億
七
千
八
百
九
十
五
万
七
千
円

企
業
会
計
債
十
一
億
三
千
八
百
二
十
万
六
千
円

歳 入 出歳
二圭

己’

~.4 11E780万2,000円 11億780万2,000円
国民健
康保険
事業息

五
十
八
億
一
千
七
百
十
六
万

9億5,356万3,000円 9億2,769万7,000円

218万8,000円 218万8,000円

；
高萩霊
園事業

『
ｄ
日
■
ｂ
■
旧
宅
’
唱
岨
４
町
４
１
９

221万8,000円 51万7,000円

441万円 8,441万円 ’
’
千
円！’

老人保
健事業勺

ニグ 06万2,000円 986万' '000円

(4)主）細数字は予算額、太数字は収入・支出済額



高熱 らう年度歳入･歳出
■人□33,220人■57年度の一般会計は（数字は収入･支出済額）

世帯数9,825 予算額 66億7,51 1万4,OOO円

収入済額 57億1 , 138万1 ,000円
市民1人当たり（予算に対し）■■

負
担
す
る
お
金

22億 ３ ２ I

|属
瞳
砂
隆
５

22億5,099万4,000円§.………….………._.___-. .t 市 税

地方交付税

国庫支出金

市 債

県支出金

繰 越 金

諸 収 入

使用料及び手数料

分担金及び負担金

地方譲与税

そ の 他

雛
9戸

'5億9,909万3,000円

9億7,527万8,000円

〆
》8Ⅲ 2億| ， '90万円,：

15.;,

『

’

'億4,772万2,000円
I ’

万一

I’億| ，825万円

億1 ,321万| ,000円

市民1人当たり（予算|こ対し） ■
使
わ
れ
る
お
金

’ 爵

/
震蕊8,775万3,000円

4,992万3,000円

4,842万7,000円

露
裂

鞘

恭

酔

弾

》

戦

瞠

崇

噂

…

輯

弔

蝉

撹

罵

韓

晒

斑

弾

識

蝿

吋

型

馥

舎

嶽

吋200,936円200,936円
'億883万円

=

一一一=『

■公営企業会計■市の財産
●上水道事業

収 入
ー

●土地及び建物

土地 1,2981051m'

建物 88,121m』

●有価証券 692万5 ，000円

●出資金 629万4,000円

●物品（車輌）

自動車（消防自動車等も含む) 60台

t苗宙 27台一丁一〒

●墓金

財政調整基金 1億9，085万7,013円

土地開発基金

不動産 347m：

現金 8，875万2，743円

その他の基金

（5） 現金 1 ，253万8，060円
その他 708万3，720円

支 出

収益的
万2,000円 2億3, 185万9,000円億

2億9,349万円 2億| ，853万5,000円

'4,877万3,000円

瀦露鴬溌 ’
1億386万円

資本的

’

●工業用水道事業

収 入

1
〈

1

支 出
I

罰
9,571力8,000円

9,564万6,000円
収益的

資本的 ’
ｈ

１

ｐ

ｈ

Ｌ

も

４

Ｊ

Ｏ

Ｊ

、

Ｊ

Ｉ

“

ｈ

■ 注）細数字は予定額、太数字は収入・支出済額

|鍵

9，324ﾉﾜ3，000片

8,546万7,000円

1,986万6,000円

| ，986万6,000円



錨識

し
か
し
、
学

校
内
に
は
、
百
樹
園
を
は
じ
め
グ
リ
ー

ン
ベ
ル
ト
や
各
種
の
樹
木
、
そ
れ
に
先

l1 1 1 1 1 1 ilU 囲
三
三
一
三
三
三
三

iII ''''''''1111

司

鴬
学
校
紹
介

三
年
佐
藤
茂
樹

磯
謬
雑
談
評
謹
舜 患 「

鰯

私
達
の
学
校

は
、
昭
和
三
十

六
年
の
創
立
で
、

比
較
的
歴
史
の

浅
い
学
校
で
す
。

秋
山
中‐毎~ ． ；

..ご竃：

､ガッ
品串一

~謙‘ 』
傘鍛難
一 学

校高
萩
消
防
署
の
消
防
車
用
車
庫
の
上

に
、
今
年
も
ヅ
、
ハ
メ
が
巣
を
作
り
、
五

匹
の
ヒ
ナ
が
育
っ
て
い
ま
す
。

最
初
に
巣
作
り
を
し
た
の
は
二
年
前

で
、
署
員
た
ち
に
針
金
で
台
を
作
っ
て

も
ら
う
な
ど
、
温
か
く
見
守
ら
れ
て
い

ま
す
。体

は
も
う
一
人
前
に
大
き
く
な
り
、

小
さ
な
巣
か
ら
落
ち
そ
箒
７
に
な
り
な
が

ら
、
巣
立
つ
日
を
ま
っ
て
い
ま
す
。

た
雰
囲
気
を
作
り
出
し
て
い
ま
す
。

私
達
は
、
こ
う
い
う
恵
ま
れ
た
環
境

の
中
で
学
校
生
活
が
送
れ
る
こ
と
を
、

牟
寧
ふ
嫁
年
傘
漁

ｰ

輩
達
が
残
し
て

く
れ
た
数
か
ず

の
像
が
あ
っ
て
、

こ
れ
ら
か
周
り

の
自
然
環
境
に

よ
く
と
け
こ
ん

で
、
落
ち
若
い

ー

砺‘

； 麓i燕？
誇
り
に
思
っ
て
い
ま
す
。

学
習
面
や
運
動
面
で
は
、
こ
れ
ま
で

に
他
校
に
お
と
ら
な
い
す
ば
ら
し
い
成

績
を
残
し
て
い
ま
す
。

特
に
部
活
動
は
活
発
で
、
多
賀
地
区

や
県
北
大
会
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
県

大
会
に
お
い
て
も
優
秀
な
成
績
を
上
げ

て
き
ま
し
た
。
現
在
も
、
総
合
体
育
大

会
を
前
に
、
ど
の
運
動
部
も
、
毎
日
練

＃

3
譲
溌

篭 織蕊
生

晶竪号

蕊

篭

灘

蕊 y鋳
鋸蛎

鰯
篭識

三

三

一
一
三

三

三

三

一

三

一

三

三

三

三

一

三

三

三

三

三

三

三

三

三

一

一

三

三

三

三

三

三

一
三

一
三
三

三

一
三

ヨ

・
講
師
武
庫
川
女
子
大
学
教
授

五
月
二
十
五
日
、
高
萩
駅
西
口
ロ
Ｉ
安
田
武
先
生

タ
リ
ー
に
ア
ナ
グ
マ
が
現
れ
、
時
な
ら
・
演
題
「
く
ら
し
と
環
境
」

ぬ
捕
り
物
劇
が
演
じ
ら
れ
ま
し
た
。
。
期
日
六
月
十
日
午
後
一
時
半

最
初
は
タ
ヌ
キ
と
間
違
え
ら
れ
て
い
・
場
所
市
文
化
会
館
（
入
場
無
料
）

巷
八
詫
癖
訓
轆
彬
岬
津
一
岬
髄
推
唖
※
窯
ジ
ヤ
ズ
ダ
ン
ス

無
料
講
習
会

あ
り
ま
し
た
。

こ
の
ア
ナ
グ
マ
は
、
自
然
を
愛
す
る
楽
し
く
胴
り
な
か
ら
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ

友
の
会
会
員
な
ど
の
手
に
よ
り
、
そ
の
Ｈ
プ
、
お
気
峰
に
お
越
し
く
だ
さ
い
・

の
う
ち
に
山
に
放
さ
れ
、
ユ
サ
ユ
サ
と
・
期
日
六
月
二
十
六
日
午
前
十
時

体
を
振
り
な
が
ら
や
ぶ
に
入
っ
て
い
き
・
場
所
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

ま
し
た
。
・
指
導
安
島
節
雄
先
生

そ
れ
に
し
て
も
、
ど
こ
を
ど
う
通
っ
踊
れ
る
よ
う
な
服
装
で
来
て
く
だ
さ

て
き
た
の
か
と
、
不
思
議
か
ら
れ
て
い
い
。
男
、
女
、
経
験
の
有
無
は
問
い
ま

ま
す
。
せ
ん
。

習
に
励
ん
で
い
ま
す
．
き
っ
と
期
待
ど
州
青
雫
会
議
所
溌
溌
蕊
瀞
瀞

お
り
の
良
い
成
績
を
収
め
る
こ
と
と
思
川
爵
隣
偉
溌
捧
澤
洋
舞
藤
澤
洋
洋
舞
裳
．

川
創
泣
汁
極
調
奔
耗
捻
篭

っ
て
い
ま
す
。

今
溌
氷
些
碓
瀧
卿
荊
繼
溌
「
森
繁
久
弥
講
演
会
」

す
ば
ら
し
い
生
徒
会
」
を
、
ス
ロ
ー
ガ
川
今
年
で
十
五
周
年
を
迎
え
る
高
萩

ン
に
、
奉
仕
活
動
や
行
事
活
動
は
も
ち
川
青
年
会
議
所
で
は
、
こ
れ
を
記
念
し
て

る
ん
、
福
祉
活
動
に
も
力
を
入
れ
て
い
Ⅲ
「
森
繁
久
弥
講
演
会
」
を
開
き
ま
す
。

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
川
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
員
か
ら
俳
優
へ
、
現
在

小
て
い
Ⅲ
「
森
繁
久
弥
講
演
会
」
を
開
き
ま
す
。

川
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
員
か
ら
俳
優
へ
、
現
在

一
ず
（
》

川
で
も
舞
台
、
映
画
な
ど
で
幅
広
く
活
躍

品
州
を
続
け
て
い
る
先
生
の
人
生
観
を
、
講

作
川
演
を
と
お
し
て
お
聞
き
に
な
っ
て
く
だ

、
ノ
‐
』
Ⅲ

椒
木
Ⅷ
さ
い
・

く
並
川
・
期
日
六
月
十
二
日
午
後
一
時

ム
ロ
Ⅲ

、
、
〃
桜
川
・
場
所
市
文
化
会
館
（
入
場
無
料
）

幸
ｒ
川

屋
畷
龍
子
様
の
入
場
は
、
御
遠
慮
く
だ
さ

土
川
し

年
州
環
境
週
間
記
念

句
邑
Ⅲ

講
演
会

(6）



’
'一一一一－ ｜

隷
畦
澤
州
諦
出
同
一
や
謂
繕
辨
辨
雷』

も

イ燈会Z室
一
体
の
不
自
由
に
な
っ
た
か
た
の
社
会

一
復
帰
訓
練
を
行
っ
て
い
る
施
設
で
す
。

｜
開
園
当
初
か
ら
勤
め
て
い
る
山
田

｜
聡
子
さ
ん
（
二
十
三
歳
）
は
、
学
生
時

一
代
に
東
京
都
北
区
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
シ

｜
ミ
木
グ
ル
ー
プ
」
て
活
動
す
る
な
ど
、

｜
若
い
力
を
社
会
福
祉
に
ぶ
つ
け
て
き

ぶ
つ
け
て
き

〈栗林義信＆中沢桂

ジョイントコンサート＞

･バリトン歌手栗林義信とソプラノ歌手’|]沢枕を迎え、水谷

真理子のピアノ伴奏で声楽ジョイントコンサー|､を開雌しま
す
’○

曲目 ：バリ |､ン フィカ．ロの結婚より 「もうｦ|§ぶまいぞこ

の蝶々」＝モーツァルト

、ノプラノ トスカよ'） 「歌に生き、恋に生き_ ＝う．

ツチーニ

ソプラノ、バリ l､ン二重|喝 ドン‘ジョバンニより

「お手をとゞうぞ」＝モーツァルト

と き ： 7月10日(日)午後2時開演

ところ：文化会館

入場料:A席2,000円、 B席1,500円、学生1,000円

発売日 ： 6月1日体)から

プレイカ“イド＝田所書店、仲屋書店、 日立市民会館、 ピアノ

マート （磯原） 、文化会館

<高萩高校吹奏楽部

第4回サマーコンサート＞

･今年で､4回目を迎えた高萩高校恒例のサマーコンサートを開

催します。

曲 目 ：アルヴァマー､インベンション第1番､エント．レス

ラブ、燃える想いなど。

と き : 7月9日仕)午後2時開催

ところ：文化会館

入場料：無料

※お問い合わせは文化会館（冠3 7411） までと．うぞ

’

I
ま
し
た
。

「
ど
、
７
し
て仕

事
が
好
き

リ
ス
マ
ス
や
夏
ま
つ
り
、
園
外
散
策
な

ど
の
行
事
を
積
極
的
に
行
い
た
い
と
思

い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

山
田
さ
ん
は
、
園
内
で
行
う
寸
劇
の

脚
本
を
書
き
、
監
督
、
出
演
も
し
ま
す
。

こ
の
劇
は
毎
回
好
評
で
、
入
園
者
に
も

喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
手
話
の
勉
強
や
、
医
学
に
関

し
て
専
門
書
で
勉
強
す
る
な
ど
、
積
極

的
な
性
格
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。

「
勤
め
て
か
ら
一
年
以
上
に
な
り
ま
し

閉
鎖
的
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
ヶ

I

l
iアム
l '"

I ーy

’
’ 由

に
な
っ
た
も
の
で
、
特
別
視
し
な
一

い
て
ほ
し
い
と
話
し
て
い
ま
す
。

「
車
イ
ス
用
ト
イ
レ
、
ゞ
ハ
ス
が
あ
れ

鵡
糾
繧
窪
等
瞬
電
鯉
理 し

た
が
、
知
ら
な

い
事
、
知
っ
て

お
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
事
が

た
く
さ
ん
あ
る

と
感
じ
ま
し
た
。

学
生
時
代
よ
り
、
今
の
ほ
う
か
知
識
一

欲
が
強
い
と
思
い
ま
す
」
と
語
る
。

入
園
者
は
、
大
半
が
交
通
事
故
や

一

出
産
時
の
後
遺
症
に
よ
り
体
が
不
自
一

X

i
I

’
諒
野
藩
灘
鵯
馬
脚
撫
嵩
幻
惑

山
ｒ
５
皿

２
寺

、
お
話
し
し
ま
し
ょ
う
。

と
の
時
の
加
入
者
数
は
一
千
二
十
坐
、
：
恥
一や肉

伽

》
電
話
の
始
ま
り
は
明
治
四
十
四
年
、
台
。
：
と
こ
ろ
で
観
在
礎
ど
轍
磁
醗
滅
”
恥

坐
当
時
は
郵
便
局
の
窓
口
で
し
か
掛
け
ら
る
か
と
い
う
と
く
十
倍
総
恥
撫
一
佃
坊
蝋
帆

吋
れ
ず
、
通
話
で
き
る
地
域
も
東
京
、
水
百
六
十
一
台
で
一
世
帯
当
り
耐
一
膳
と
い

《
戸
、
太
田
川
尻
、
平
潟
、
磯
原
、
大
大
き
な
普
轍
券
蝿
竜
い
ば
獄
坤
が
吋
鱗
や

》
津
、
河
原
子
、
日
立
鉱
山
の
九
か
所
だ
酬
一
方
、
全
国
で
は
四
千
万
台
い
撚
城
輔

晒
す
。
で
も
、
ゞ
既
に
七
十
万
台
を
突
破
じ
憩
い
袖

、

今
の
よ
う
に
自
宅
か
ら
直
接
電
話
が
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
記
口
州
郷
邸
緬

》
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
ず
う
と
余
談
で
す
燕
茨
城
で
最
初
に
電
話
，
帥

』

瀧
遅
れ
て
大
正
七
年
、
交
換
手
さ
ん
が
受
の
つ
い
た
と
こ

ろ
は
下
館
へ
結
城
で
鰯
岬

齢

〉
け
て
つ

な
ぐ
方
法
で
、
そ
の
当
時
電
話
治
四
十
年
十
一
月
強
芸
か
月
遅
れ
て
縦
“

》
を
つ
け
た
人
は
、
わ
ず
か
三
十
軒
で
煮
戸
へ
ダ
イ
ヤ
ル
自
動
通
話
は
昭
和
二
十
州

》

そ
の
後
自
動
化
が
進
む
に
つ
れ
、
：
高
六
年
水
戸
で
始
ま
り
ま
し
た
。
Ｌ
撒
赫

》
萩
に
も
昭
和
三
十
允
年
電
報
電
話
局
が

今
で
は
《
ダ
イ
ヤ
ル
も
プ
ッ
シ
ュ
爽
州

》
率》
這

這

燕

へ

自

動

的

に

掛

け

も

れ

る

よ

ン
に
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
誕
・
一
印
準
一
や
』
卜
ゞ
Ｊ
届

謬

マ

二

塁

“

｜

・

マ

『

“

ｚ

幸

ロ

ミ

凸

合
ロ

ニ

エ

二

三
』

二
一

“

“

】

三

二

《

コ

“

ロ

三

、

一

三

“

一
二
△

“

二

二

『

二

含

竺

三

“

一

●

三

三

二

』

“

．
二

ニ
マ

ニ

マ

】

二

二

Ｆ

“

二
一

マ

ー

Ｉ
淵
鯏
“
懸
瀧

中
央
公
民
館
の
学
級
・
講
座
な
ど
の

合
同
開
講
式
が
、
五
月
二
十
五
日
文
化

会
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
合
同
開
講
式
は
、
今
年
で
四
回

目
。
六
百
五
十
人
に
も
の
ぼ
る
受
講
生

の
う
ち
、
こ
の
日
は
、
五
百
人
が
参
加
。

余
暇
の
有
効
利
用
、
豊
か
な
教
養
を

身
に
つ
け
よ
う
と
、
気
持
を
新
た
に
し

て
い
ま
し
た
。

今
年
の
受
講
生
■
、

叶
溢
蝿
融
諦
騨
鯏
諜
蔑
む
”
恥
恥
關
い
舸
緬
側
侭
虚
確
餓
恥
雌
蝦
剛
蝿
諏
賊
恥

六
百
五
十
入
Ｆ
Ｅ
《

、

…

…

；

…

…

酔

、
卜

’
６
鈩
学
》
嘩
曲
も
Ｈ
軍
曹
母
鷺
間
聡
埒
早
吋
翠
騒
騒
電
撃
戟
筆
晶
酔
ロ
掛
宰
睦
紫
や
砿
蹴
胤
豊
臂
十
皇

、
…
…
：
＃
櫓
勲
勒
藍

１
段
；

‐ｊ

、、

噌、、…、

…
１
１
１
１

噛
…
齢
…

、
、
…
“
…

直

…
…
、
齢

１１

“
Ｅ
ｂ
１
Ｐ
－

０
４
斗
“
、
…
駅
吋
１
㎡
苗
畦
恥
屯
、
、
守
司
０
雄
乃
…
‐
ｉ

…

１
４
ｐ
…
…
ｊ
朝
弾
４
吋
＃
１
Ｊ
“
に
ｂ
‐
Ｉ
…

胡
１
段
Ｊ
韻
１
呂
哨

‐…

ｆ
ｉ
Ｉ
ｒ
ｒ

：

．
…
帽
…
…
…

…

、
、
…
尋
冊
亨

１
曲
“
も
、
虻
訊
ｆ
ざ
呼
弾
す
よ
ｉ
鄙
に
３
吋
Ｌ
，
当
Ｆ
典
ｈ
ｒ
Ｆ
畦
甫
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鐸

鱗

鯵
鍾
淑
澱
饗
み
ん
欺
鋤
砿
鰐

「
母
の
日
」
議
子
預
蕊
雷

参γ

識 §
#

譜

誰

錘

鍔
鐸

忌畠 蕊
…

さて／つけるかな

五
月
八
日
の
母
の
日
に
、
森

林
公
園
（
お
手
ま
き
会
場
跡
地
）

で
第
九
回
楽
し
く
遊
ぼ
う
み
ん

な
の
広
場
が
開
か
れ
ま
し
た
。

昨
年
ま
で
は
、
市
営
Ⅳ
球
場

で
行
わ
れ
ま
し
た
か
、
今
年
は

森
林
公
園
に
会
場
を
変
更
し
ま

し
た
。
緑
豊
か
な
環
境
と
き
れ

い
な
芝
生
に
剛
ま
れ
な
か
ら

親
子
づ
れ
約
五
千
五
百
人
で
、

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

］

|』 早くかいて金魚をもらおう

の
こ
ぎ
り
上
手
に
使
い
ま
し
た

み
る
き
く
、
つ
く
る
、
あ
そ
び
、
交
川

通
安
全
、
ま
ん
が
、
Ⅲ
由
、
文
化
の
七
Ⅲ

つ
の
広
場
に
分
け
ら
れ
、
ど
の
広
場
も
川

好
評
で
し
た
。
昔
な
つ
か
し
い
〃
竹
と
Ⅲ

ん
ほ
〃
を
子
ど
も
自
身
で
作
っ
て
い
る
川Ⅲ

姿
に
は
、
熈
邪
気
さ
が
い
っ
ぱ
い
で
し
Ⅲ

た
。
お
母
さ
ん
の
似
顔
絵
を
書
い
た
お
川

子
さ
ん
に
は
金
雌
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
お
川

も
ち
を
つ
い
て
食
べ
ま
し
た
。

年
々
、
参
加
者
も
増
え
、
そ
こ
に
は
川

遊
ぶ
楽
し
さ
が
あ
り
ま
し
た
。

高
萩
レ
デ
ィ
ー
ス
チ
ー
ム
優
勝

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
Ｖ
２
蕊
灘
学
鍵

（
）

五
月
九
日
、
水
戸
市
の
総
合
連
動
公

園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
で
開
か
れ
た
節
六
回

西
垣
杯
争
奪
軟
式
テ
ニ
ス
大
会
で
、
高

萩
レ
デ
ィ
ー
ス
チ
ー
ム
が
肌
体
優
勝
に

輝
き
ま
し
た
。

こ
の
大
会
に
は
、
県
内
の
マ
マ
さ
ん

チ
ー
ム
六
十
八
組
が
参
加
し
て
行
わ
れ

ま
し
た
。
高
萩
レ
デ
ィ
ー
ス
は
、
ク
ラ

ブ
員
十
七
人
で
、
全
員
が
主
婦
。
主
婦

業
で
忙
し
い
か
た
わ
ら
、
週
に
四
日
の

練
習
を
続
け
た
成
果
か
実
の
り
ま
し
た
。

目
下
、
ク
ラ
ブ
貝
を
媒
集
中
、
戦
式

テ
ニ
ス
を
習
っ
て
み
た
い
か
た
は
、
気

韓
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

ロ

四
月
二
十
四
日
に
行
わ
れ
た
児
童
収

容
施
設
対
抗
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
で
、

臨
海
学
園
（
肥
前
町
）
が
、
二
年
連
続

の
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
今
年
で
二
十
六
回
、

小
学
四
年
生
か
ら
中
学
三
年
生
ま
で
の

男
女
で
チ
ー
ム
を
編
成
。
練
習
は
毎
週

金
曜
日
午
後
七
時
か
ら
九
時
三
十
分
ま

で
行
い
ま
す
。

指
導
者
の
大
橋
先
生
は
、
「
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
を
通
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
精
神
は
も

ち
ろ
ん
で
す
が
、
人
間
と
し
て
の
思
い

や
り
の
心
が
育
っ
て
い
る
よ
↓
フ
な
気
が

し
ま
す
一
と
、
話
し
て
い
ま
し
た
。

(8)



…

第9回国際交流の集い

郷率霧"心"懲

難蕊鰯ぬた

いつまでも残る、ふるさと高萩．
一ヲ

凹
月
二
十
九
日
か
ら
五
月
一
日
ま
で
の
三
日

間
、
大
心
苑
を
中
心
と
し
て
「
第
九
Ⅲ
高
萩
叫

除
父
流
の
集
い
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

巾
氏
が
外
川
人
留
学
生
と
の
』
父
流
を
通
し
て

Ⅱ
本
文
化
や
郷
土
芸
術
の
特
性
に
対
す
る
望
ま

し
い
怠
識
を
深
め
、
ま
た
、
市
内
の
各
家
庭
に

外
国
人
留
学
化
を
民
泊
さ
せ
、
国
際
的
感
覚
を

養
う
こ
と
が
目
的
。

今
年
は
、
ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
、
中
国
、
台
湾
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
な
ど
十
一
か

凶
か
ら
三
十
四
人
の
外
国
人
留
学
生
が
参
加
し

ま
し
た
。
陶
芸
、
茶
道
な
ど
を
和
気
あ
い
あ
い

の
な
か
で
親
し
み
ま
し
た
。

三
十
日
は
、
市
内
の
各
家
庭
に
虻
泊
し
て
、

日
本
料
理
に
舌
つ
づ
み
を
打
ち
ま
し
た
。
’

日
本

酒
を
飲
み
す
ぎ
て
唄
が
痛
い
」
と
話
し
て
い
る

留
学
生
も
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

『

l」陶芸は初めて

〃
い
こ
い
の
場
〃
と
し
て
御
利
川
を

蕊
琴
蕊
蕊

ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ

ー

零

~

蕊認
薄蕊 嘩彦難 鐸慰

蕊…＊

蕊議溌
露

冠
蕊

識灘…蕊雪毒ミ
深深こ 樹合おオ かか好協
め〈 の当立い ’） り大れ 、ウ会宜
ルフ’ 、大 ' |j さ ま 、 ン会ま五エ ・ 畑‐
れ|'l'j会でれし世ピはし月 イ 日 日

自剛ﾛ渉鮮u為手l)ff
蠅洲1諺鮮f l=rァ化ゞ日テ ｜筋イ

溌綱溌蝉延
踵息拶鰹識ズ灘吊j

・ う義の′Eもいても 開会友グ

「
家
族
づ
れ
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

や
幼
椰
間
・
保
育
所
の
遠
足
に
御
判
川

く
だ
さ
い
」
と
、
凶
際
電
信
屯
澗
㈱
茨

城
衛
星
通
信
所
（
Ｋ
Ｄ
Ｄ
）
で
は
、
呼

び
か
け
て
い
ま
す
。

蝋
地
内
約
千
三
百
小

町
ル
を
、
巾
氏

の
皆
さ
ん
が
気
軽
に
、
芝
生
の
上
で
楽

し
め
る
よ
う
解
放
し
て
い
ま
す
。
ト
イ

レ
も
三
月
に
完
成
。

場
所
は
石
滝
地
内
で
、
茨
城
観
光
一

○
○
選
の
一
つ
で
も
あ
り
ま
す
。

団
体
利
用
の
場
合
に
は
、
Ｋ
Ｄ
Ｄ

昼
ｅ
二
三
二
）
へ
連
絡
し
て
く
だ

幸
今
」
、
色

会

(9)



白
米
食
の
欠
陥
が
問
題
に
な
っ
て
い

ま
す
が
、
こ
れ
は
白
米
食
に
不
足
し
が

ち
な
ビ
タ
ミ
ン
日
を
指
摘
し
た
も
の
で

す
。
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
は
、
食
べ
た
ご
飯
が

体
内
で
燃
焼
す
る
と
き
に
、
マ
ッ
チ
の

役
割
を
す
る
も
の
で
す
。

で
す
か
ら
白
米
の
中
に
ビ
タ
ミ
ン
日

を
し
み
こ
ま
せ
た
「
強
化
米
」
の
入
っ

た
ご
飯
を
食
べ
る
の
が
理
想
な
の
で
す
。

政
府
は
、
日
本
人
の
栄
養
の
＄
ハ
ラ
ン

ス
を
保
ち
、
し
か
も
緑
済
的
に
ビ
タ
ミ

ン
＆
を
摂
取
す
る
事
が
必
要
で
あ
る
と

〃""〃""〃〃

》
ビ
タ
ミ
ン
入
り
の

強
化
米
を
食
べ
ま
し
ょ
う

松
林
は
、
木
材
を
生
産
す
る
ほ
か
に
、

水
資
源
を
養
う
な
ど
、
私
た
ち
市
民
の

生
活
に
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
重
要
な

資
源
で
す
。
と
こ
ろ
が
こ
の
松
は
、
松

く
い
虫
に
よ
り
次
々
と
枯
れ
、
こ
の
ま

ま
で
は
消
滅
の
お
そ
れ
か
あ
り
ま
す
。

今
年
も
被
害
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、

空
中
散
布
を
行
い
ま
す
。

こ
の
薬
剤
は
、
人
畜
・
鳥
類
に
対
し

て
は
影
響
は
少
な
く
、
土
中
に
入
る
と

分
解
の
早
い
、
安
全
性
の
高
い
松
く
い

虫
専
用
薬
剤
で
す
。

散
布
区
域
に
近
接
す
る
住
宅
の
場
合
華

は
、
大
変
で
も
散
布
中
は
雨
戸
を
閉
め
、
印

池
に
は
ビ
ニ
ー
ル
な
ど
で
覆
い
を
し
て
蔬辻月

く
だ
さ
い
。
中

な
お
、
散
布
当
日
か
雨
天
、
風
速
３
罹

川
以
上
の
場
合
は
、
期
日
が
順
延
と
な
後今フ

リ
ま
す
。

い
う
見
地
か
ら
「
強
化
米
奨
励
方
針
」

を
た
て
、
広
く
強
化
米
が
普
及
さ
れ
る

よ
う
指
導
し
て
お
り
ま
す
。

強
化
米
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ

は
、
高
萩
保
健
所
（
ａ
②
２
６
２
８
）
へ
。

へ
）

所 ｜実術省
｜高燕 『'］
’ ”

期 日 ｜面積｜ 場
6月24日㈱ ]79 秋山高萩地豚○

受
験
資
格
①
昭
和
弧
年
４
月
２
日

か
ら
昭
和
師
年
４
月
１
日
生
ま
れ
ま

で
の
男
子
で
、
大
学
（
短
大
を
除
く
）

を
卒
業
ま
た
は
、
昭
和
弱
年
３
月
に

卒
業
見
込
み
の
者
．

②
日
本
国
籍
を
有
し
、
地
方
公
務
員

法
第
肥
条
に
該
当
し
な
い
人
・

○
受
付
期
間
６
月
”
日
～
７
月
”
日

○
受
付
場
所
高
萩
警
察
署

○
試
験
日
第
１
次
８
月
３
日

第
２
次
加
月
６
日

○
試
験
科
目
ゞ
救
養
試
験
怖
文
試
験

適
性
検
査
身
体
検
査

警
察
官
の
募
集

6月25日(i) 141 1乏手|il ･亦浜地区

6月25日仕) 129 |手綱・柵平，杣山地区 高萩営林署

6月25日(土) 10 赤浜・高戸地区

ニ
ー

古
旧

十＋= 弐

禾火 巾
〆､ 仁T I ／ r

b刺一に日」 28 市営野球場高戸(地上散布
28 〃 〃7月上旬 〃

4時3”から9時307jまでです。 ／高萩'営林署 1
（, |丁役所経済部農林課ノ

※時間I ずれも午11i

ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
を
ふ
や
し
た
い

そ
の
卵
も
、
｜
月
で
幼
虫
に
な
り
、

一
年
の
間
川
の
中
で
の
生
活
を
お
え
て
、

こ
の
六
月
か
七
月
に
成
虫
に
な
っ
て
、

夜
光
を
放
ち
な
が
ら
飛
び
交
う
わ
け
で

あ
る
。卵

～
幼
虫
～
さ
な
ぎ
～
成
虫
と
、
完

全
に
育
ち
残
る
の
は
、
一
％
～
二
％
く

ら
い
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
成
虫
に
な

っ
て
も
、
ク
モ
な
ど
に
お
そ
わ
れ
た
り
、

人
間
様
の
乱
獲
に
あ
っ
た
り
す
る
。

こ
の
成
虫
の
う
ち
、
メ
ス
が
五
○
○
～

八
○
○
ヶ
の
卵
を
生
み
残
し
て
、
種
族

、

門

．

■

ｑ

詞

丸

泗

咽

「

・

噂

．

●

．

小

咄

Ｐ

ｑ

・

副

ｂ

ｂ

平

凸

心

Ｊ

一

口

口

■

訳

４

Ｊ

■

ｂ

》

・

叩

町

卜

や

和

■

■

卯

は

水

に

浸

さ

れ

た

カ
セ
に
う
み
つ
け
ら
れ
て
お
り
、
光

を
放
っ
て
い
た
。
「
高
萩
市
内
の
好
き

な
場
所
へ
流
し
て
、
み
な
さ
ん
で
観
察

し
て
い
た
だ
き
た
い
…
・
・
・
」
と
。

わ
れ
わ
れ
は
、
大
喜
び
で
、
こ
れ
を

三
か
所
の
川
へ
流
し
た
。

⑮

（
）

去
年
の
本
紙
七
月
号

で
、
ホ
タ
ル
に
つ
い
て
、

こ
の
欄
で
と
り
上
げ
た

こ
と
が
あ
っ
た
。
と
こ

ろ
が
、
そ
の
直
後
、
磯

高
の
安
藤
勝
敏
校
長
か

ら
、
二
度
に
わ
た
っ
て
、

ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
の
卵
を
、

一
万
燗
以
上
も
い
た
だ

い
た
。

ホ
タ
ル
の
舞
う
里

の
保
存
を
す
る
わ
け
て
あ
る
。

オ
ス
・
メ
ス
と
も
、
わ
ず
か
二
週
間

足
ら
ず
の
命
が
絶
え
る
前
に
、
交
尾
し
、

い
く
日
も
か
か
っ
て
卵
を
う
み
続
け
る
。

ケ
ン
ジ
ボ
タ
ル
の
メ
ス
は
、
大
剛
で

十
八
ミ
リ
も
あ
る
。
オ
ス
の
光
は
、
こ

の
辺
で
多
く
見
か
け
る
ヘ
イ
ケ
ボ
タ
ル

の
オ
ス
よ
り
も
、
大
き
く
て
、
よ
り
光

っ
て
み
え
る
。

市
内
で
、
大
型
で
あ
ざ
や
か
に
光
る

ホ
タ
ル
を
見
か
け
た
ら
、
虫
か
ご
に
入

れ
な
い
で
、
「
見
た
場
所
と
日
時
」
を
左

記
へ
電
話
し
て
ほ
し
い
。

（
２
）
２
５
４
１
。
沼
田
ま
で
。

み
ん
な
の
力
で
市
内
全
体
を
〃
ゲ
ン

ジ
ボ
タ
ル
の
舞
う
里
〃
に
し
た
い
。

（
高
萩
市
自
然
を
愛
す
る
友
の
会
）

ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
の
幼
虫 鍵

亀

轆
職
湖
岸
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丈
帳
一
”
蕊
諦
縄
際
雛

、

去

落
が
営
ま
れ
、
日
立
電
鉄
の
．
ハ
ス
停
留

一
躍
鯉
一
報
打
田
所
「
仙
道
坂
」
が
あ
る
。

み
、
氣

令
‐
可
法
八
志

関
口
か
ら
君
田
に
至
る
山
道
は
、
仙

壷
Ⅱ
９
行
、
鋤
Ｉ
道
か
ら
急
な
坂
道
に
な
る
の
で
ゞ
仙
道

ｌも吟
に
り
い
赤
坂
と
呼
ば
れ
て
い
ゑ
「
仙
道
」
の
意

味
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
「
仙
人
の
道

術
」
を
仙
道
（
せ
ん
ど
う
）
と
い
う
。

応
仁
二
年
（
一
四
六
八
）
の
記
事
に
、
し
か
し
、
仙
道
坂
は
「
せ
ん
と
う
ざ
か
」

「
妙
慶
仙
道
青
木
女
房
卯
月
廿
と
呼
ば
れ
る
の
で
、
「
せ
ん
ど
う
」
と

三
」
と
み
え
る
。
「
仙
道
」
は
上
手
綱
は
異
な
る
。
「
珍
し
く
美
し
い
藤

に
仙
道
坂
の
小
字
が
あ
る
の
で
、
そ
の
を
仙
藤
（
せ
ん
と
う
）
と
い
う
の
で
、

地
に
比
定
さ
れ
る
。
「
青
木
」
は
仙
道
仙
藤
が
仙
道
と
書
か
れ
る
よ
う
に
な
っ

に
住
ん
で
い
た
武
士
の
名
字
と
恩
わ
れ
た
の
て
あ
ろ
う
か
。

る
。
応
仁
二
年
四
月
二
十
三
日
に
、
青
卯
月
の
こ
ろ
に
な
る
と
、
こ
の
地
の

木
某
の
女
房
が
死
ん
だ
の
で
あ
る
。
谷
川
の
断
崖
に
、
珍
し
く
美
し
い
藤
の

〉
》

現
在
、
郷
歳
以
上
弱
歳
未
満
の
女
性
。

識

人
権
擁
護
委
員
「
婦
人
の
つ
ば
さ
』
・
地
域
社
会
な
ど
に
あ
っ
て
、
指
導

的
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
人
。

市
内
に
四
人
茨
城
県
婦
人
海
外
派
遣
ｏ
経
費
約
妬
万
円

》

人
権
擁
護
委
貝
制
度
を
一
）
存
じ
で
す
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
民
泊
○
締
切
６
月
盟
日

か
。
六
月
一
日
は
、
人
権
擁
護
委
員
法
※
応
募
に
つ
い
て
、
詳
し
い
こ
と
は
教

が
施
行
さ
れ
た
日
で
す
．
国
際
的
感
覚
を
も
っ
た
婦
人
リ
ー
ダ
育
委
員
会
社
会
教
育
課
畳
③
１
１
３

市
内
に
は
、
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
Ｉ
養
成
の
一
環
と
し
て
、
海
外
派
遣
団
１
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

れ
た
次
の
人
権
擁
護
委
員
が
お
り
ま
す
。
貝
を
募
集
い
た
し
ま
す
。

大
和
田
知
之
（
有
明
町
１
～
２
０
）
ｏ
派
遣
期
間
昭
和
銘
年
加
月
ｎ
日
～
市
民
体
育
館

鈴
木
広
次
（
上
君
田
５
３
７
）
Ⅲ
月
皿
日
（
ｎ
日
間
）

無
料
開
放
日
の
変
更

宇
佐
美
忠
（
安
良
川
６
６
４
）
○
派
遣
先
デ
ン
マ
ー
ク
、
ス
ウ
ェ
ー

霊

長
久
保
忍
（
赤
浜
８
５
３
）
デ
ン
、
イ
ギ
リ
ス
都
合
に
よ
り
、
７
月
無
料
開
放
日
を

以
上
四
人
の
委
員
で
す
。
○
活
動
内
容
現
地
婦
人
と
の
交
流
．
次
の
と
お
り
変
更
い
た
し
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま
民
泊
、
施
設
見
学
な
ど
○
開
放
日
７
月
加
日

（
時
間
は
午
前
９
時
～
午
後
４
時
）

す
。
お
気
軽
に
御
相
談
く
だ
さ
い
。
○
応
募
資
格
●
昭
和
昭
年
４
月
１
日

三

三

三
三
三
三
三
三
一
三
一
三
三
一
三
三
三
三
三
一
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
一
三
三
三
三
三

三
三
三
一
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
一
三
三
三
三
一
三
三
三
三
三
三
三
一
三
三
三
三
三
三
三
一
三
三
三
三
三
三
三
三
一
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
一
一
三
三
園
柚

Ⅱ

若
栗
・
君
田
に
至
る
山
道
に
位
置
す
る
。
あ
れ
君
田
に
至
る
山
道
は
、
五
百
年
以
川

一
ち
ょ
う
ど
横
川
に
も
通
ず
る
分
岐
点
に
上
も
前
か
ら
開
か
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
川

垂悩

仙
道
は
関
口
か
ら
関
根
川
に
沿
っ
て
、
花
が
咲
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
．
と
も
仙
道
坂
の
あ
た
り

○
主
な
相
談
内
容

●
子
ど
も
の
問
題
（
非
行
、
登
校
拒

否
、
進
路
・
進
学
な
ど
）

●
対
人
関
係
・
性
格
に
関
す
る
悩
み

・
家
庭
の
問
題

●
恋
愛
や
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
な
ど

○
相
談
時
間

日
曜
、
祝
日
を
除
く
毎
日
午
前
皿
時

～
午
後
５
時
ま
で
。
土
曜
日
は
午
後
３

時
ま
で
。
（
た
だ
し
、
８
月
は
休
業
）

○
相
談
員

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
研
究
所
ス
タ
ヅ
フ

○
相
談
先

茨
城
キ
リ
ス
ト
教
大
学
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
研
究
所
、
電
話
教
育
相
談
（
冠

Ｊ
歳
隠
健
康
診
潭
杵
〆

み
ご
と
・
困
り
ご
と
を

お
聞
き
し
ま
す

電
話
教
育
相
談

雛

縫
嫌
繊驚鷺
:､ ､鰯"'． ‘

hf趣
f堀
ff"

i"
"新
JJf

驚

蕊

I #撫懸患識f診

蕊蕊
蕊
燕
溌
癖
懲
撫
癖
蕊
溌

｡

０
２
９
４

５
３
１
６
８
７
０
｝

相
談
上
の
秘
密
は
厳
守
い
た
し
ま
す
．

匿
名
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
の
で
、
お
気

軽
に
御
相
談
く
だ
さ
い
。

蕊溌騨f蕊；

難
癖蕊溌燕

f 噌難……､ﾊ
､茨騨i灘帯鼠評製

灘灘鳶か＃
蕊蕊繊綴蕊

讓
､蕊驚串
贈噌､F域

謬,蕊

¥;;

溌
額：
4鑑 ;f蝉

索

;‘!§
…誹騨

灘享
韓配#蕊､淡無掛終ふ：

f溌職強

唖
徽
零
球
診
察
迂
身
撚
郷
寵
免
鎌

最
近
増
え
て
き
て
い
る
の
が
、
ク
ー

ラ
ー
、
ピ
ア
ノ
、
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
に
よ

る
近
隣
騒
音
の
問
題
。
そ
の
内
容
は
、

い
ず
れ
も
日
常
的
な
暮
ら
し
の
音
で
あ

る
か
ゆ
え
に
深
刻
と
も
言
え
ま
す
。

近
隣
騒
音
は
、
だ
れ
も
が
被
害
者
に

な
る
半
面
、
だ
れ
も
が
加
害
者
に
な
る

可
能
性
を
は
ら
ん
で
い
ま
す
。

大
切
な
こ
と
は
、
お
お
ぜ
い
の
人
が

寄
り
集
ま
っ
て
暮
ら
し
て
い
る
と
い
う

自
覚
と
配
慮
で
す
。
一
人
一
人
が
周

り
の
人
々
に
対
し
て
、
い
ま
ひ
と
つ
心

配
り
を
し
ま
し
ょ
う
。

場
所
亜
局
萩
保
健
所

I
近
所
に
迷
惑
を

か
け
て
い
ま
せ
ん
か

I

蕊 、

季
善
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高
萩
保
健
所
で
は
、
業
態
者
（
飲
食
剛
・
”
・
鵬
日

祠
周
尉
縣
鰯
繩
諒
秘
蝿
瑳

現
況
届
は
、
毎
年
一
回
す
べ
て
の
受
組
合
に
未
加
入
の
か
た
も
、
も
れ
な

給
者
自
身
が
出
す
届
け
で
す
。
く
受
診
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
．

届
け
出
を
出
し
ま
せ
ん
と
、
６
月
分
○
期
日

以
後
の
児
童
手
当
の
支
払
い
を
受
け
る
・
６
月
皿
日
午
後
１
時
～
３
時

こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
・
７
月
岨
日
午
前
加
時
～
Ⅱ
時
測
分

今
年
も
６
月
中
伽
に
現
況
届
用
紙
を
○
場
所
高
萩
保
健
所
前

送
り
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
期
間
内
に
、
け
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅲ
Ｉ
Ｈ
Ｉ
Ⅱ
Ⅱ
１
１
Ⅱ
到

二

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
提
出
期
限
７
月
９
日
ま
で

○
提
出
先
保
険
年
金
課
（
印
鮒
持
参
）
学
校
プ
ー
ル
を
夏
休
み
期
間
中
自
由

ｎ
Ｈ
＃
＃
＃
》
Ｉ

必
ず
受

結
核

|榛園
|診う’
'一-一一_」

罰爵W
日蝉』
8貝こ
月をと
6募に

ナff'i
． ま 、
13す次

。 oの

14 と

20 お
‘ り

山手巡り
申で山手を一巡、道々|こは藤やつつじそして、うつぎ

が咲いていた。君田では椎言栽培が盛り、高萩カントリ

クラブに立寄る。こうは少々交通に不便だが、 ’央適な

コースから八溝山が見える｡大能では田ごしらえの最中、

花員渓谷は茨城観光百選に上位入選をとげ、渭例な流れ

こ若葉が鮮やかであった。 絵と文伊藤龍馬
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マ

畔
職
騨
郷
蝉
騨
蕊
悌
韓
衙
瞬
期
蕊

○
時
間
（
土
）
午
後
１
時
～
４
時

（
日
）
午
前
加
時
～
午
後
３
時

○
管
理
場
所
高
小
・
東
小
・
高
中
プ

ー
ル
の
い
ず
れ
か

○
資
格
①
年
齢
別
～
卵
歳
で
、
泳
力
別

、
以
上
の
か
た
。

②
前
記
実
施
日
の
う
ち
、
５
日

以
上
管
理
可
能
な
か
た
・

○
謝
礼
（
土
）
１
，
５
０
０
円

（
日
）
２
，
５
０
０
円

※
お
申
し
込
み
は
、
６
吋
粥
日
ま
で
に

市
氏
体
育
館
（
狂
③
２
５
５
２
）
へ
直

爵

よい歯のコンクール

-6月の納税司高萩保健所で、第3回母と子のよい歯のコン

クールを行います。たくさん御応募ください。

○対象者昭和57年度中に、 3歳児歯科健康

診査を受診した子とその母親。

○応募基準母と子にむし歯がないこと。 （母

親の初期治療済みのむし歯は可）

○応募先高萩保健所保健婦室（狂②2628）
○応募期限 6月25日

市県民税（1期）

国民年金（1期）

納期限 6月30日

' '6ミリ映写機操作講習会｜
市教育委員会では、 16ミリ映写機操作認定証

取得講習会を次のとお')開催いたします。

○日 時 7月2日、午前8時30分～午後5時

○場所中央公民館中会議室

○対象者子供会指導者、教育関係職員、一般

事業所で希望する者など。

○講師県視聴覚指導貝田中鉱一郎先生

○受講料 1,100円（写真・昼食代など）

※お申し込みは、受講料を添えて中央公民館視

聴覚ライブラリー(a｡125) までどうぞ。

日曜当番医

～人口と世帯～

前月比

人口 33 ， 262 （＋42）

男 16 ．303 （＋25）

女 16 ，959 （＋17）

世Hキ 9，865 （＋40）

（58年5月1H現在）

接
来
館
の
こ

○
期
日
７
月
９
日
午
後
５
時
～
９
時

○
場
所
花
貫
川
と
関
根
川
の
間

○
受
付
高
萩
中
学
校
東
海
岸
（
テ
ン

ト
本
部
）
午
後
４
時
か
ら

○
審
査
受
付
場
所
で
午
後
９
時
か
ら

○
参
加
費
大
人
４
０
０
円

子
ど
も
３
０
０
円

主
催
高
萩
魚
友
会

H~ｰ
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
川

ローｰ

-~H
H
H
H
U
il

H
H
H
H
H

い
し
も
ち
釣
り
大
会

マ

Ⅱ
汁
Ⅱ
川
訓
Ｈ
ｒ
咀
州
Ｊ
Ｉ
Ｉ
‐
Ｉ

＝二

|熟善
意
あ
り
が
と
う

○
松
本
基
さ
ん
Ⅱ
下
君
田

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
利
用
者
友
の
会

へ
１
０
０
０
０
０
円

○
高
萩
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

交
通
少
年
団
へ
４
０
０
０
０
円

弱
寄
贈

○
若
林
弘
行
さ
ん
Ⅱ
大
和
川

束
小
学
校
へ
Ｆ
Ｍ
ア
ン
テ
ナ
１
基

○
高
萩
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

高
鉄
休
５
連
（
洲
節
式
）
・
砂
場
拡
張

○
落
合
舷
忠
さ
ん
Ⅱ
高
戸

秋
山
中
学
校
へ
応
接
４
点
セ
ッ
ト

○
大
東
京
火
災
海
上
保
険
会
社

岻
可
則
、
吾
吠
１
１
ニ
レ
Ｌ
、

撒
附
肺
１
５
０
本

後
援
高
萩
市
観
光
協
会

※
大
雨
、
荒
海
の
場
合
は
７
月
坊
日劃’

時間は、いずれも午前9時から午後4時までです

02）

6月26日

7月3日

7月10日

十王医院

飯島医院

渡医院

7川"ｮ '百病鎧|東水剛

内田病院 大和町

大和町

大和町

'一上町'02鷲‘‘

②2137

②2235

(2)2202

3)1711


